
新幹線建設によるストロー効果
と地域の発展

発表者：中京大学総合政策学部　大森ゼミ

岩波・村瀬・加藤



初めに

　一般に、公共交通機関の発展は地域の発展につながると考えら

れている。公共交通機関に投資をすれば人口や資本が移動し、

その便益を享受することができると考えられる。



　そのため多くの地方自治体は経済効果のため新幹線などの駅

を誘致しようとする。その際に、その地方を選挙区とする政

治家が自分の都合の良いように駅を誘致する事がある。

　そのような駅を「政治駅」といい、経済的に、非効率と考え

られる地域に駅が設置されている。



日本の地域発展のために

•地域や民間の自主性・裁量性を高めるための取組み 

• コンパクトシティの実現に向けた総合的取組み 

•地域特性を活かしたまちづくり・基盤整備 

•広域ブロックの自立・活性化と地域・国土づくり 

•地域の連携・交流の促進 

•地域の移動手段の確保 

国土交通省『国土交通白書(2018)』 より



県内総生産と地価

＜県内総生産＞ ＜地価＞

内閣府『県民経済計算(2018)』より作成 総務省統計局『日本の統計(2021)』より作成

県内総生産、地価ともに
地域間で格差が起こっていることがわかる。



ジニ係数

　ジニ係数は、イタリアの統計学者コラド・ジニにより

考案された所得などの分布の均等度合を示す指標で、

国民経済計算等に用いられる。 ジニ係数の値は0から1

の間をとり、係数が0に近づくほど所得格差が小さく、

1に近づくほど所得格差が拡大していることを示す。

総務省統計局『都道府県・市区町村のすがた(2014)』より作成

　ジニ係数では都道府県内での格差が
あまり見られなかった。



なぜ都道府県間で所得格差が起こるのか

・ジニ係数を見ると都道府県内で格差は少ない。

・県内総生産や地価を見ると都道府県間で格差がある。

つまり、都道府県間では格差がある事がわかる。



先行研究
＜格差の要因＞

• 労働生産性

→産業構成の違いによっておこる。

「所得格差拡大の主要因は労働生産性の格差拡大である。表2において労働生産性の変動係  数
は高く、所得との相関も高い。」

　

　

出典：山 中 芳 朗,馬 場 健 司「地 域 経 済 格 差 の 要 因 分 析」

　　【土 木 計 画 学 研 究 ・論 文 集N0. 12 1995年8月 】45－51



先行研究②
・近藤春生

「整備新幹線の地域経済効果 ― 九州新幹線と東北新幹線のケース ―」31～57
【経済学論集　第５６巻　第１・２号】

　税収、商業地価、住宅地価で「差の差分析（DID)」を行った結果

＜九州新幹線＞

・駅周辺の地価が上がっているにも関わらず、住宅地価が下がっている。

　→ストロー効果の可能性あり

＜東北新幹線＞

⇒東北地方から東京方面へ

　・部分開業時より全線開業時により大きなストロー効果が得られた。

　→東京一極集中の可能性



ストロー効果とは

　大都市と地方の間で新幹線や高速道路などの交通網が整備されることで、地

方の人口や資本が経路上の大都市にストローのように吸い取られる現象であ

る。

　つまり、公共交通機関が起こす格差はストロー効果によって起きるものである。



先行研究を通して

・近藤春生

【整備新幹線の地域経済効果 ― 九州新幹線と東北新幹線のケース ―】31～57
　⇒「本稿で取り上げた，九州新幹線鹿児島ルートと東北新幹線の整備が地域経済に与
えた影響は必ずしも大きくないことが確認され,ある程度は先行研究の結果と整合的であ
る。」としているが、その後に「しかし，九州新幹線鹿児島ルートのケースでみられるように
，地域経済の変数として何を用いるかによって結果が変わりうることが分かった。」として
おり、この論文もデータ検証方法が確実とは言えない。

しかし、この研究は格差の要因である労働生産性を用いた分析を行っていない。



リサーチクエスチョン

格差の要因である労働生産性を用いるとどの様な結果になるのか。

・労働生産性を被説明変数にしてストロー効果の分析を行っている文献がない。

⇒労働生産性とは所得を人口で割ったものであるため、私たちは一人当たりの市町

村民所得で分析を行う。



研究対象を選ぶにあたって

・ストロー効果は高速道路などの他の交通機関でも起こりうるが、労働生産性を用いるにあ

たって高速道路等で運ばれる「物」ではなく、「人」を対象とするため。

・東京一極集中の影響が強く、ほかの新幹線で起こる効果がストロー効果によるものだと断定

できない。　　

そのため、ここでは九州新幹線を対象に分析を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　小野政一・浅野光行　「高速交通機関がもたらすスロー効果に関する研究　～長野新幹線沿線を対象とした統計データによる検証～」

土木計画学研究・講演集 (CD-ROM)  (土木計画学研究発表会・講演集　 32  ページ： 2005年12月 



九州新幹線によるストロー効果の分析



2004年
鹿児島

中央駅開通

出典：政府統計の総合窓口（e-Stat)（https://www.e-stat.go.jp/）
出典：「平成12年国勢調査結果」(総務省）を加工して作成

出典：県民経済計算（平成18年度 - 平成30年度）（2008SNA、平成23年基準計数） : 経済社会総合研究所 - 内閣府 (cao.go.jp)より作成



• 九州新幹線の停車駅の中に新大牟田駅・新玉名駅・新水俣駅があり、これらは新幹線

開通時に新設された新幹線単独駅であり、乗降客数も少なく政治駅であると考えられ

る。

• 上記に挙げた三駅に加え、出水駅もその対象であったがデータ不足のため排除した。



DID分析

• ストロー効果を分析するにあたり、開通前と開通後(全線開通後）を比較するために2003年か

ら2018年までを期間とするDID分析を用いる。

• 九州新幹線の駅が存在せず、人口や市内生産額が類似している市を対照市として用いて分析

する。ここでは大牟田市にみやま市・玉名市に南関町・水俣市に人吉市をそれぞれ対照分析ダ

ミーの市として用いている。



DID分析

•  



※平成19年に瀬高町・山川町・高田町が合併し、みやま市が誕生したため、
平成19年以前は合併前の3町を平均した一人当たり市町村民所得で計算

大牟田市とみやま市の一人当たり市町村民所得の平行トレンド



DID分析(大牟田市)
 

ここでは対照地点をみやま市とす
る。
対照市：みやま市
処置市：大牟田市



玉名市と南関町の一人当たり市町村民所得の平行トレンド



DID分析(玉名市)
 

ここでは対照地点を南関町とする。
対照市：南関町
処置市：玉名市



水俣市と人吉市の一人当たり市町村民所得の平行トレンド



DID分析(水俣市)

 
ここでは対照地点を人吉市とする。
対照市：人吉市
処置市：水俣市



違う方法で考えた分析

• DID分析は一人当たり市町村民所得の差のみでしか分析されていないため、ストロー効

果が実際に起こっているか断定することが難しい。

• ３駅で有意な結果が得られなかったことに加え、ストロー効果が起きているか断定できな

いため、開通前と開通後の２パターンに分けて回帰分析を行う。





　また、回帰分析を行うにあたって、乗降客数と駅周辺地価には比例関係が存在するた

め、データの少ない乗降客数の代理変数として駅周辺平均地価を用いる。比例関係が存

在することについては下記の研究が示している。

香川・小口・財城・小池・山内・江崎
「東京大都市圏における駅の乗降客数の分布に関する分析」

[2006年度日本地理学会春季学術大会]



ストロー効果の分析(新大牟田駅)
上：開通前　下：開通後

開通前ではｔ値に有意な結果が得られなかった。

開通後はｔ値に有意な結果が得られた。

被説明変数：一人当たり市町村民所得
説明変数：周辺地価

開通後の一人当たり市町村民所得＝15.10527
-16.1541×周辺地価
（t値：-8.6545）
観測数：21
補正R2：0.913474



ストロー効果の分析(新玉名駅)
上：開通前　下：開通後

開通前の係数はプラスに、開通後の係数はマ

イナスにｔ値に有意な結果が見られた。

つまりここでもストロー効果が起きていると推

測できる。

被説明変数：一人当たり市町村民所得
説明変数：周辺地価

開通後の一人当たり市町村民所得
＝10.94144285
-0.01806942×周辺地価
（-3.014036）
観測数：21
補正R2：0.53594



ストロー効果の分析(新水俣駅)
上：開通前　下：開通後

開通前、開通後とともに有意な結果が

得られなかった。

被説明変数：一人当たり市町村民所得
説明変数：周辺地価

開通後の一人当たり市町村民所得
＝7.853602423
-0.010728491×周辺地価
（-1.34605038）
観測数：21
補正R2：0.05481



ストロー効果の分析結果まとめ

・新玉名駅は有意な結果が得られ、開通前と開通後を比べるとストロー効果と思われる影

響が見られた。

・新大牟田駅では開通後に有意な結果が得られた。

・新水俣駅では有意な結果が得られなかったため、周辺地域に影響を及ぼさない政治駅で

あることが推測できる。



九州南部の現状

• 九州北部には「マリノアシティ福岡」、「鳥栖プレミアムアウトレッ

ト」、「ジ・アウトレット北九州」の3つが存在するが、九州南部にはア

ウトレットは1つも存在しない。

そのため○の地域にアウトレット複合施設を建設することを提案する。

アウトレットに経済効果があることは下記の先行研究からわかる。

神頭広好・猿爪雅治

「土岐アウトレットモールの女性雇用県と顧客リピート圏」17－26

Googleより作成



地域を活性化させるために

• 公共交通機関によって生まれた地域格差を埋めるためには、公共交通機関の移動人口

を増やす必要があると考えられる。

• そのため、広い土地を活かし、多くの観光客を取り込むことができるアウトレットなどの大

型複合施設を設置する政策を提案する。

• 公共交通機関を利用してもらうため、九州新幹線と連携した取り組みを行いたいと考え

る。



水俣市に絞った理由

• 新大牟田駅、新玉名駅、新水俣駅3駅周辺の宿泊施設数

　　　　新水俣駅6軒、新玉名駅12軒、新大牟田駅８軒

⇒そのため、宿数が少なく、百貨店やショッピングモールが少ない水俣市を選択する

参考文献：[じゃらんnet]ホテル・宿泊施設一覧 - じゃらんnet (jalan.net)



新水俣駅周辺情報

“📌”で示している新水俣駅と水俣ICが近く、周

辺に山などの空き地があるため、この土地を有

効活用できるのではないかと考える。

📌

Googleより作成



新水俣へのアクセス

☆で示しているのは上から博多駅、新水俣駅、鹿児島中央駅

である。

3つの駅のJR九州新幹線を利用した移動時間

〇博多駅⇔新水俣駅　約1時間4分

〇鹿児島中央駅⇔新水俣駅　約30分

Googleより作成



じゃらん分析

下記の参考文献では、じゃらんが日帰り旅行に関する調査をした報告書である。この報告

書では日帰り旅行経験が一番多いのは20代女性であることがわかり、20代女性が日帰り

旅行往復でかける時間は2時間以内、3時間以内が一番多い水準であることがわかる。

そのため、新水俣駅は博多駅、鹿児島中央駅からとても良い立地環境にあるといえる。

参考文献：株式会社リクルートじゃらんリサーチセンター「じゃらん　日帰り旅行に関する調査」 2022年3月 (jalan.net)



旅行目的
日帰り旅行、宿泊旅行の目的上位5位

＜日帰り旅行＞

●地元おいしいものを食べる

●温泉や露天風呂

・名所、旧後の観光

●花見や紅葉などの自然鑑賞

●買い物、アウトレット

＜宿泊旅行＞

●温泉や露天風呂

●宿でのんびり過ごす

●地元のおいしいものを食べる

・名所、旧跡の観光

・街歩き、都市散策

参考文献：株式会社リクルートじゃらんリサーチセンター「じゃらん　日帰り旅行に関する調査」2022年3月 (jalan.net)



アウトレットモールに必要な条件

• ①既存ショッピングセンターと競合しない離れた土地

• ②地元購買力に影響を与えないためにリゾート客を呼ぶリゾート地近く、リゾート施設と

の中間点にあること

• これらの2点が挙げられていた。

• そのため、私たちは周辺が活性化していない水俣市にアウトレットモールを含む大型リ

ゾート施設の開設を考える

Microsoft Word - 1100414.pdf (kochi-tech.ac.jp)



みな

ランド



みなランド構想

アウトレット 温浴施設

レストラン 宿泊施設

みなランド



アウトレットモール
• 南九州や地域には百貨店がないため、ハイブランドからローブランドが揃う多

種多様なブランドを取り入れる。

• 旅行客だけでなく、地元客も様々なブランドが目で見て、手に取り試着できる。

• 旅行目的の上位である買い物やアウトレット施設を作ることで集客率を見込

める。

• JR九州と連携し、新幹線で訪れた人にはアウトレットモールで利用できるクー

ポン券を配布

出典：photo　AC写真のフリー素材サイト写真素材なら「写真AC」無料（フリー）ダウンロードOK　 (photo-ac.com)



温浴施設
• 自然の中にテントサウナを設置

• 湯の児温泉、湯の鶴温泉から天然温泉を輸送して運ぶ

• 景色を見ながら堪能できる肌に良い露天風呂

• 岩盤浴やエステ、マッサージを設置

• スムージーなどの美容健康ドリンク

• JR九州日帰り入浴企画

出典：photo　AC写真のフリー素材サイト写真素材なら「写真AC」無料（フリー）ダウンロードOK　 (photo-ac.com)



宿泊施設
• リゾート感が味わえる高級宿泊施設

• 自然の空気を浴び、ゆっくりとした時間を味わえる

• JR九州の乗車券と宿泊がお得になる企画

• 特産品や名産品などを使った有名シェフによるランチや

ディナーを提供

出典：photo　AC写真のフリー素材サイト写真素材なら「写真AC」無料（フリー）ダウンロードOK　 (photo-ac.com)



レストラン

• 海の魚を鑑賞しながら食べられる地中海レストランを作る

• 八代海で取れる新鮮なお魚(タイ、タチウオ、イカ、アジ、フ

グ、カサゴ）を利用したパエリアやピザなどのスペインやイタ

リアン料理

• 赤肉や馬肉を扱った県の特産料理

出典：photo　AC写真のフリー素材サイト写真素材なら「写真AC」無料（フリー）ダウンロードOK　 (photo-ac.com)



環境モデル
都市水俣

・ビニール袋やス
トローなどプラス
チック類の提供を

なくす

・資源の回収活動
からの再利用

みなランド
・アウトレットを核とし

た温浴施設

・地元農家、漁家と連
携し地元食材を使っ

た料理を提供

・新水俣駅、水俣IC直
結の利便性

水俣市
・市の新規事業補
助制度を活用

・JR九州を利用し
た水俣市活性化

・地元農家との連
携に協力



みなランドから地域活性化を目指す

みなランド,雇用増加

旅行客(移動人口)の増加、消費の増加

地域活性化、定住人口の増加



ヒアリング結果

水俣市総務企画部地域振興課の方にご意見をいただいた。

・新水俣駅周辺の開発が進んでいない事は確かである。

・地方の人口減少等が地方創生のトピックとなっている中、提案した「みなランド」は非常に

魅力的である事。

・新水俣駅は新大阪から乗り継ぎ無しで来ることができる利便性がある事。

これらの事から、「みなランド」には一定の効果があることが期待できる。

水俣市総務企画部地域振興課　吉冨　様 (2022/11/11)



結び

本来、公共交通機関の発達は地域活性化に繫がるものであった。

しかし、九州新幹線においては政治駅の存在によるストロー効果によって逆効果が生まれ

ている。

ストロー効果を起こさないために、九州新幹線のために作られた政治駅に移動人口が集ま

る新しい場所が必要である。

そこで私たちが考えたのはアウトレットを核にした温浴複合施設みなランドである。

みなランドによって増えた観光客から地域活性化を望む。


